
令和６年度 岡山県老人福祉施設協議会 

「ノーリフティングのための福祉機器体験研修会」開催要綱 
 

少子高齢化・介護人材不足など、介護を取り巻く状況が悪化する中、ノーリフティングケアの普や定着に

向けての取り組みが全国的に進んでおり、本県においても喫緊の課題となっています。 

このような中、本会では、福祉機器について「見て、体験して、理解を深める」機会を作り、それぞれの

施設で福祉機器を用いたノーリフティングケアが実践・推奨されることを目的として、同様の体験研修会を

令和４年度～開催し参加者に好評をいただいています。 

今年度は、昨年度に続き先進的な取り組みをされている施設からの実践報告に加え、いくつかの介護場面

を想定した福祉機器の体験や、導入に向けた補助金の情報コーナー等、より導入のイメージをもっていただ

けるプログラムを新たに取り入れ、開催いたします。 
 

１．日時：令和６年７月２３日（火）10:00～16:00 
 

２．会場：きらめきプラザ ３階 ３０１会議室 

     （岡山市北区南方 2-13-1） 
 
３．主催：岡山県老人福祉施設協議会 研修委員会 
 
４．協力：JASPA 介護リフト普及協会 
 

５．プログラム： 
 

会場後方 会場前方 

体験会（午前の部） 

10:00～10:10 

開会・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 
 

10:10～12:00 

企業ブースでの 

体験・説明 

 

12:00～13:00 昼休憩（会場での飲食可） 

体験会（午後の部） 

13:00～16:00 

企業ブースでの 

体験・説明 

実践報告会 

13:00～14:00 実践報告 

「ノーリフティングケアにむけた 

福祉機器の導入に関する経緯や 

成果、高知県での取組状況(仮)」 

(福)土佐香美福祉会 

(特養)ウエルプラザ高知 

施設長 津野 高敏 氏 

統括主任(理学療法士) 松村 美和 氏 

14:00～15:00 トークセッション 

 ウエルプラザ高知さんへの質疑 

応答を含めざっくばらんに意見 

交換を行なう時間です♪ 

各ブースの体験・説明内容（午後も同様） 

① 居室でのベッドからの移乗 

② トイレでの排泄介助のための移乗 

③ 浴室での入職介助のための移乗 

★その他、補助金情報コーナーも！ 

 



６．対象及び参加費：（１）会員施設・事業所の管理者および職員…無料 

          （２）上記以外で、参加を希望し主催者が認める人…お一人 5,000 円 

             （※請求書を送付いたします）   

７．参加申込：下記申込フォームにより、令和６年７月１５日（月）までにお申込ください。 

       https://forms.gle/rWq4uZFNEWpddv3a7 

       ※入力いただいた情報は本研修会の運営管理のみに利用します 

       ※右記 QR コードからも申込フォームにアクセスいただけます 

８．連絡事項：（１）会館規約により研修会等での会館駐車場は利用不可となります。ご面をおか 

けしますが、周辺有料駐車場・公共交通機関のご利用にご協力ください。 

（２）プログラム途中での入退室は自由です。（初回入室時に受付あり） 

（３）昼食は各自ご用意ください 

９．実践報告施設について： 

特別養護老人ホームウエルプラザ高知（社会福祉法人土佐香美福祉会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．昨年度開催時の様子： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．問合せ先：岡山県老人福祉施設協議会事務局 三宅（岡山県社会福祉協議会 地域福祉部内） 

〒700－0807 岡山市北区南方 2 丁目 13－1 きらめきプラザ 3 階 

TEL：086-226-3529 FAX：086-227-3566 E-Mail：miyake@fukushiokayama.or.jp 

ノーリフティングケアがスタンダードなケア

になることを目的に、平成 28 年から推進を

始めている先駆的施設。『ノーリフティングケ

ア宣言』を掲げる高知県において、魅力ある

介護職場の実現と、新たな人材の参入を図る

ための牽引役として、取り組みを続けられて

います。 

 

参加者の声（当日アンケートより一部抜粋） 

 様々なメーカーの色々な機種を体験し、説明を聞け

たのが、大変良かった。聞くよりも見るだけよりも、

よくわかった。 

 各企業と導入施設の生の声が聞け、質問なども出来

たので良かった。もう少し聞きたかった。 

 知らない事が多く、機器を使わないことが普通だと

感じていました。今回の研修で長く働くためには、

機器が必要だと感じました。 

 利用者、介助者、双方の負担を減らすような機器が

増えており、導入してみたいと思った。 

https://forms.gle/rWq4uZFNEWpddv3a7

